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ロジックモデルシート（平成27年度実績評価）

【事業費】 19,951千円

母子家庭・父子家
庭の生活状況等に
応じ，必要な資金を
貸し付ける

【事業費】

対象者数　15,563人
医療費給付額　353,097,796円

119,173千円

【進捗状況】 申請のあった内容について審査し，必要と認め
られたものに対して適切に助成がなされた。
・小児慢性特定疾病治療研究費等給付事業
（申請件数386件，承認380件，承認率98％）
・未熟児療育医療
（申請件数43件，承認件数43件，承認率
100％）
・育成医療
（申請件数73.件，承認件数73件，承認率
100％）

母子家庭・父子家庭・寡婦の経済的自立の助
成と生活意欲の助長を図り，併せて児童の福
祉を増進することを目的として，福祉資金を貸
し付ける。

【事業概要】

【進捗状況】

C

（単位　　）

H27 H31 H36

【事業担当課】

⑤　小児医療費給付事業

【事業概要】 小児慢性特定疾病児，未熟児，身体に障がい
があり手術が必要な児童等に対し医療費の助
成を行う。

健康推進課

【進捗状況】

【事業担当課】

母子家庭・父子家
庭における児童の
福祉の増進が図ら
れる

・小児慢性特定疾病児童の医療費の助成，日
常生活用具の給付
・出生体重が2,000ｇ以下または医師が治療が
必要と認めた未熟児（1歳未満）の入院に係る
医療費の助成
・身体に障がいがある18歳未満の児童等の手
術に係る医療費や補装具等の助成

【実施内容】

母子家庭・父子家
庭の経済面等の負
担が軽減される

母子家庭・父子家
庭の経済的自立と
生活意欲の向上が
図られる

小児慢性特定疾病
児童，未熟児，身
体に障がいがある
児童等に係る医療
費の助成を実施す
る

小児慢性特定疾病
児童・未熟児・身体
に障がいがある児
童等に係る医療費
の負担が軽減され
る

医療助成年金課

H27 H31 H36

対象者数　1,199人
医療費給付額 85,854,538円

妊産婦に対し医療費給付を実施し，適正医療
の確保と保健福祉の増進を図る。

B

安心して育てられる。

小施策

施策コード 2 施策名

小施策コード 2-3 小施策名

保健福祉関係の手
続きをひとつの窓
口で受付する

市民がワンストップ
で手続きを完了す
る

市民の保健福祉関
係の手続きに係る
利便性（所用時間
の短縮，確実性，
分かり易さ）が向上
する

支援体制の充実

事業名

【事業概要】

事業概要等

医療助成年金課

【事業費】 15,895千円

【事業担当課】 医療助成年金課

②　小学生医療費給付事業

【事業概要】

乳幼児について，健康保険で診療等を受けた
際に支払った自己負担の一部（非課税世帯，３
歳児未満は全額）を給付する。

【事業費】

【進捗状況】

【事業費】

【事業概要】

妊産婦について，健康保険で診療等を受けた
際に支払った自己負担の一部（非課税世帯は
全額）を給付する。
対象：妊娠５カ月目以降（所得制限内）
　　　 妊娠８カ月目以降（所得制限を超えた者）

【実施内容】

【進捗状況】 対象者数　388人
医療費給付額 15,764,611円

【実施内容】

381,895千円

【事業担当課】 医療助成年金課

【実施内容】

妊産婦，乳幼児，
児童等の福祉の増
進が図られる

小学生に係る医療
費（入院）の助成を
実施する

小学生に係る医療
費（入院）の負担が
軽減される

妊産婦に係る医療
費の助成を実施す
る

妊産婦に係る医療
費の負担が軽減さ
れる

なし

乳幼児に係る医療
費の助成を実施す
る

乳幼児に係る医療
費の負担が軽減さ
れる

小学生に対し医療費給付を実施し，適正医療
の確保と保健福祉の増進を図る。

17,500

受給者証の交付者数

【成果指標・実績値・目標値】

A

（単位　人）

17,114 17,500

安心して医療を受
けることができる妊
産婦，乳幼児，児
童等が増加する

【対象】
市民

【意図】

小学生について，健康保険で入院の際に支
払った自己負担の一部（非課税世帯は全額）を
給付する。

（単位　　）

H27 H31 H36

④　乳幼児医療費給付事業

【事業概要】 乳幼児に対し医療費給付を実施し，適正医療
の確保と保健福祉の増進を図る。

③　妊産婦医療費給付事業

安心して子育てが
できる環境が整う

市民の保健福祉関
係の手続きに係る
負担が軽減する

【実施内容】 　母子家庭・父子家庭・寡婦の必要に応じた資
金を貸し付ける。

寡婦の生活状況等
に応じ，必要な資金
を貸し付ける

寡婦の経済面等の
負担が軽減される

寡婦の経済的自立
と生活意欲の向上
が図られる

母子家庭・父子家
庭・寡婦が安定した
生活を送れるよう
になる

小施策
主管課名

【事業担当課】 医療助成年金課

【事業費】 87,231千円

平成27年度において、下記の資金を貸付し
た。
母子福祉資金　35件　18,799,000円
寡婦福祉資金　 1件　　1,152,000円

⑥　母子父子寡婦福祉資金貸付事業

子ども・子育て，若者への支援【別紙】

【事業担当課】

【進捗状況】 出生，転出入の届出時に手続き先を案内し，
関連して申請の必要な保健福祉（医療費助
成，赤ちゃん手帳，児童手当等）に関する手続
きをひとつの窓口で受付した。

住民異動に伴う保健福祉関係の手続窓口を一
元化し，住民サービスの向上を図る。

【実施内容】 出生，転出入等に関連して申請の必要な保健
福祉（医療費助成，赤ちゃん手帳，児童手当
等）に関する手続きをひとつの窓口で受付す
る。

①　保健福祉医療受付事務

子ども未来課
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